
株主の皆さまへ

2017年度上期の業績と主な取り組み

2017年度上期、10兆円規模の投資ファンド「ソフトバンク・ビジョン・ファンド」が始動しました。
世界中の有望なテクノロジー企業への投資を強化するとともに、

これまでの豊富な知見を活用して投資先の成長を支援し、情報革命をさらに加速させていきます。
また、さまざまな戦略的選択肢が取りざたされていたスプリントは、今後も重要な成長ドライバーのひとつと位置づけています。

このたび、福岡ソフトバンクホークスが2年ぶりに日本一を奪還しました。皆さまのご声援に御礼申し上げます。

株主の皆さまにおかれましては、今後ともご理解とご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

　売上高は、国内通信事業は微減であったものの、
スプリント事業とヤフー事業、流通事業、アーム事
業※1がいずれも売上を伸ばし、増収となりました。営
業利益は、スプリント事業の増益と、当第1四半期に
新設したSVF事業における利益計上により増益とな
りました。（業績の詳細は裏面をご参照ください）
　国内通信事業では、中長期的な成長の実現に向
けて、スマートフォンや光回線の拡販およびヤフー
（株）との協業の推進などの先行投資に取り組み、
将来の成長基盤の強化に注力しています。成長軌
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■ 配当金

2016年度上期のスーパーセルお
よびアリババ株の売却益、2016・
2017年度上期のデリバティブ
損失を除くと、2017年上期は
4,491億円（増減1,332億円）

※1 前年度、アームの業績は2016年9月6日から反映。 

道への復帰を目指すスプリント事業では、引き続き
契約数増加とコスト削減に取り組みました。アーム
事業では技術関連人員の雇用を強化し、研究開発
への取り組みを加速しています。SVF事業では、中
長期的な成長を視野に、半導体GPUの開発を行う
エヌビディアをはじめ、有望な企業への投資が本格
的に始まりました。
　配当については、中間配当を1株当たり22円とし、
期末配当の22円（予定）と合わせた年間配当は1株
当たり44円となる予定です。

※2 継続事業のみの数字を表示。
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ホークス、日本一達成！
ご声援ありがとうございました！
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　国内通信事業では、「ソフトバンク」「ワイモ
バイル」両ブランドのスマートフォンおよび
「SoftBank 光」の契約数が前期末から着実に増加
しましたが、先行投資負担により、前年同期と比
べて売上高は1.6％減、営業利益は6.9％減となり
ました。フリー・キャッシュ・フローは、2016年度に
引き続き通期で5,000億円台を維持する見込
みです。
　スプリント事業では、端末売上は増加したもの
の、低料金プランの普及による通信売上の減少に

より、米ドルベースの売上高は前年同期と比べて
1.1％の微減となりました。一方で、大幅なコスト
削減と一時益※4の寄与により、米ドルベースの営
業利益は82.9％増となりました。なお、円ベース
では為替換算レートの影響で、前年同期と比べて
売上高は4.1％増、営業利益は93.3％増となりま
した。
　SVF事業では、主にエヌビディア株式の株価上
昇に伴う公正価値の増加により、1,862億円の営
業利益を計上しました。
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※1 アームの業績は2016年9月6日より計上。 ※2 流通事業他＝流通事業＋その他事業＋調整額 ※3 流通事業・アーム事業他＝流通事業＋アーム事業＋その他
事業＋調整額 ※4 資産として計上している周波数ライセンスの一部を他事業者と交換したことに伴い発生したライセンス交換差益など。


